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設楽ダム 農業用水

誤った新規需要想定

シンポジウム「設楽ダム事業を検証する」

2009.11.21 豊橋市

在 間 正 史



本検証の目的

豊川水系水資源開発基本計画（フルプラン）の

農業用水需給想定において、既開発水量が年
間166,683千㎥とされ、これを粗用水量から差し

引いて不足水量が求められ、この不足水量が新
規需要水量となり、供給水源が設楽ダムになっ
ている。

この既開発水量は何かを明らかにし、設楽ダ

ムの農業用水が必要かを検証する。
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農業用水の新規需要・供給水量 計算方法

 かんがい受益面積×単位面積消費水量＝消費水量

※水田、畑別に計算する

 消費水量－有効雨量＝純用水量

 純用水量／(１－損失率)＝粗用水量（用水需要量）

 粗用水量－現況利用可能水量＝不足水量

 現況利用可能水量

＝地区内利用可能水量＋既開発施設利用可能水量

 不足水量＝新規需要水量（新規水源依存水量）

 水源別依存水量（水源別供給水量）
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豊川水系水資源開発基本計画（フルプラン）

農業用水需給想定における新規需要量想定

 かんがい受益面積：１７,７４２ha

 消費水量：２１５,５４０千㎥/年

 有効雨量：５２,７８４千㎥/年

 粗用水量①：１９９,１８９千㎥/年

 地区内利用可能水量②： ２１,７８１千㎥/年

 既開発水量③：１６６,６８３千㎥ /年

 不足水量＝新規需要水量④＝①－（②＋③）

＝１０,７２５千㎥/年 秒平均に換算し０.３４㎥/s

 内訳 神野新田地区水田用水量の増加 ５,３１１千㎥

減少した地区内利用可能水量の補完 ４,１７１千㎥

畑作営農（施設畑）の増進 １,２４３千㎥
出典：東海農政局『水資源開発基本計画需給実績調査について（報告）』2005.12.2



需給想定の「既開発水量166,683千㎥」は何か

 「水資源開発基本計画需給想定調査」現況利用可能水量 既開発水量：166,683千㎥

 同「豊川総合用水（既開発）における需要量集計表」 幹線依存需要量：166,683千㎥

 需給想定の既開発水量166,683千㎥は昭和43年基準での需要量
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需要量
幹線依存量
166,683

現況利用可能水量
既開発水量
166,683

出典：東海農政局『水資源開発基本計画需給実績調査について（報告）』「新規事業関係(2)」

出典：東海農政局『水資源開発基本計画に関する需給想定について』「豊川総合用水（既開発）における需要量集計表」
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既開発施設供給可能水量はどれだけ

■ 豊川水系フルプランの農業用水需給想定の説明資料

供給 （年間平均秒水量）

豊川総合用水1.5 6 ＋豊川用水4.75 ＝既開発施設 6.25（㎥/s）

年供給水量：197,100千㎥
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出典：東海農政局『国営豊川総合用水土地か両事業計画変更計画書(農業用用排水)』「5.水源計画」

■ 豊川総合用水土地改良事業計画での供給水量

豊川用水＋豊川総合用水
197,100

豊川総合用
水

豊川用水

■ 豊川総合用水（豊川用水を含む）の年間計画供給水量は197,100千㎥

■ 既開発施設（豊川用水・豊川総合用水）の供給可能水量は197,100千㎥

（計画基準年：昭和22年）



昭和22年基準と昭和43年基準はどう関係する

7

フ
ル
プ
ラ
ン
需
給
想
定
（
Ｓ
43
年
基
準
）

豊
川
総
合
用
水
計
画
（
Ｓ
22
年
基
準
）

昭和22年は昭和43年よりも降水量が少なく有効雨量が少ないので、粗用水量、幹線依存水量が多くなり、
幹線水源依存水量は197,100千㎥となる。水源別水量も記載されている。これが供給水量となる。

東海農政局・中部地方建設局・愛知県・水資源開発公団中部支社 平成10年3月確認書
「豊川水系の全体利水計画の計画基準年は昭和43年とするが農業基準年(昭和22年)による土地改良事業計画等を十

分尊重すること」（『豊川総合用水事業誌』2-28頁）

消費水量 212,896
有効雨量 55,577
粗用水量 129,635
幹線依存水量

166,683

消費水量 212,800
有効雨量 36,000
粗用水量 216,300
幹線水源依存水量

（合計） 197,100
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既開発施設供給可能水量で需要に対して不足するか
需給想定の「既開発水量」は何か、供給可能水量はどれだけ

 需給想定の「既開発水量166,683千㎥」は何か

設楽ダム計画基準年（S43年）における需要量 166,683千㎥

166,683千㎥は需要量。供給量可能水量ではない

 既開発施設（豊川用水と豊川総合用水）の供給水量はどれだけ

※豊川水系フルプラン説明資料、豊川総合用水の供給計画

供給水量 197,100千㎥

 既開発施設の供給可能水量は197,100千㎥

豊川水系フルプラン需給想定での幹線依存(需要)水量は177,408千㎥

粗用水量199,189千㎥－地区内利用可能水量21,781千㎥

既開発施設供給可能水量 ＞ 需要水量

 不足水量はなく、設楽ダムによる供給は必要がない

フルプラン需給想定の間違いの原因は、昭和43年基準による需要水量
166,683千㎥を供給可能水量にしたことにある


